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被雇用者の保護 労働市場の柔軟性の確保

・パートタイム労働者に対する週24時間以上の

　労働時間の確保

・有期雇用者に対する雇用者側の失業保険料

　の引上げ

・賃金の減額や労働時間の延長を求める場合の

　経営状況の開示

・経営の悪化が認められる場合、２年間を限度に

 した賃金の引下げや労働時間の延長、配置転換

等に対する合意の締結が可能に。また、同協約に

従わない場合の解雇規制要件を緩和

（備考）各種資料より作成。

第1-4-25図 フランスの失業率の推移（年代別）：特に若年層で上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のような経済の低迷に対応するため、13年１月、解雇規制の緩和等労働規制の柔

軟性を拡大する一方、社会保障の充実等により従業員保護の強化を図るという形で、雇

用の安定化をねらった労使交渉が妥結されるなど、労働市場改革が進められているとこ

ろである（第1-4-26表）。中長期的にはこれらの労働市場改革を始めとする各種政策効果

による競争条件の改善も期待されるが、同国の景気の持ち直しは短期的には世界経済の

回復力が高まることに伴う輸出増等によるとみられる。 

 

第1-4-26表 フランスの労働市場改革（13年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（iii）イタリア 

イタリアは、11年夏に欧州政府債務危機が再燃してからは、財政緊縮の加速等によっ

て国内需要が低迷し、深刻な景気後退から抜け出せない状況が続いている。こうした厳

しい経済環境もあって、13年２月25～26日に行われた総選挙では、財政緊縮への反対や

ユーロ圏離脱の是非を問う国民投票の実施等を掲げる政治勢力が躍進した。 

実質経済成長率をみると、13年１～３月期は前期比年率▲2.1％となり、11年７～９月

期から７四半期連続のマイナス成長となった（第1-4-27図）。12年の暦年の実質ＧＤＰの

水準は、世界金融危機の影響で一時的に大きく落ち込んだ09年の水準を下回った。 
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第1-4-27図 イタリアの実質経済成長率：７四半期連続のマイナス成長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内需要が更に冷え込むことを回避するため、政府は当初12年夏頃に予定していたＶ

ＡＴ引上げを先延ばししたものの、小売売上や新車販売は低調なままとなっている（第

1-4-28図）。 

 

第1-4-28図 イタリアの小売売上と新車登録台数：弱い動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費に加え設備投資も減少を続けており、鉱工業生産は11年初の水準から10％以上の

マイナスとなっている（第1-4-29図）。製造業受注も、12年央に一時期持ち直していた国

外からの受注が再び失速している上、国内からの受注は引き続き減少しており、引き合

いの弱さは13年に入ってからも一層際立っている（第1-4-30図）。 
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第1-4-29図 イタリアの鉱工業生産：  第1-4-30図 イタリアの製造業受注： 

  弱い動き                減少が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11年以降、主に輸出だけが実質ＧＤＰを押し上げているが、それも13年に入って低迷

している（第1-4-31図）。 

雇用情勢をみると、13年１～３月期の失業率は11.6％となり、11年以降で約３％ポイ

ントも上昇した（第1-4-32図）。 

 

第1-4-31図 イタリアの輸出入動向：   第1-4-32図 イタリアの失業率： 

輸出入ともに減少                 上昇が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気後退が長引いている状況はほかの南欧諸国等も同様だが、きめ細かい経済・財政

運営の舵取りが求められる中で、新たに発足した中道左右陣営を軸とした大連立政権が

安定した政権運営をしていけるかは不透明である。政局の不透明感は同国景気の悪化に

拍車をかけるとともに財政の先行きに対する市場の不安を高める可能性があり、今後も

注視していく必要がある。 
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（iv）スペイン 

住宅バブル崩壊の後遺症に苦しむ中で、財政再建へ向けた取組を続けているスペイン

では、内需に回復の兆しがみられず、依然として深刻な景気低迷が続いている。 

実質経済成長率をみると、12年９月のＶＡＴ引上げ等の影響で特に大きく落ち込んだ

12年10～12月期は前期比年率▲3.1％、続く13年１～３月期は同▲2.0％となった。11年

７～９月期からイタリア同様７四半期連続のマイナス成長となり、長いトンネルの出口

はまだみえない（第1-4-33図）。 

 

第1-4-33図 スペインの実質経済成長率：７四半期連続マイナス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気後退局面でのＶＡＴ税率引上げの消費への影響は大きく、小売売上・新車販売の

動向をみると、12年９月のＶＡＴ引上げの駆け込み増の後大きな落ち込みがみられ、13

年に入っても低迷が続いている（第1-4-34図）。ただ、新車販売については、12年９月に

約２年ぶりに復活させた新車買い替え補助金制度「高燃料効率自動車購入補助プログラ

ム（ＰＩＶＥ）」によって販売減少に歯止めがかかっている。 

 

第1-4-34図 スペインの小売売上と新車登録台数：低迷が続く 
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固定投資は、住宅バブル崩壊の影響を大きく受けている住宅建設の落ち込みに加え、

一時増加に転じた機械設備投資も11年後半から減少に転じたため、急激な減少が続いて

いる（第1-4-35図）。これまで上昇の一途を辿っていた金融機関の不良債権比率は、12

年12月に稼働したバッドバンクへの不良資産移管もあり、同月には10.4％と、過去最高

を記録した11月の11.4％から低下したものの、景気が低迷し住宅価格が低下を続けてい

ることから、不良債権比率は今後も高まる可能性が強い（第1-4-36図）。 

 

 第1-4-35図 スペインの固定投資： 第1-4-36図 スペインの住宅価格と不良債権比率： 

    急激な減少が続く          不良債権比率は高止まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費、投資とも低迷する中で、企業の生産活動はなお低調な状況が続いているが、消

費財や投資財の生産には底打ちの動きもみられる（第1-4-37図）。 

 

第1-4-37図 スペインの鉱工業生産：底打ちの動きも 
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こうした生産の動きの背景にあるのが輸出である。近年、労働コストを抑えることで

価格競争力を向上させていることから、輸出は比較的堅調に推移している（第1-4-38図）。

内需が低迷する中で、輸出が同国の景気の持ち直しの鍵を握る点は、ほかのヨーロッパ

諸国と同様である。 

第1-4-38図 スペインの輸出動向：比較的堅調 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用情勢をみると、13年１～３月期の失業率は、ユーロ圏内ではギリシャに次ぐ26.5％

と史上最高水準にあり、なお上昇が続いている（前掲第1-4-6図）。12年春に打ち出した

労働市場改革の中で、有期契約就業者比率が高い（不安定雇用者が多い）ことや失業手

当等の社会保障が手厚いことで就業意欲が減退（いわゆる「失業の罠」）するといった従

来から指摘されていた構造的要因への対策は講じられてきたものの、まだその成果は確

認できない。政府は13年３月に職業訓練プログラムや若い自営業者に対する社会保障負

担の減額等15の短期的緊急対策と85の中長期対策からなる、若年者雇用対策（今後４年

間で35億ユーロ相当）を発表したものの、財政緊縮の影響による景気低迷が続く中、こ

うした雇用対策の効果がどこまで発現するか懸念されている。 

 

（２）英国 

 

実質経済成長率は11年10～12月期から３四半期連続のマイナス成長の後、12年７～９

月期にはロンドン・オリンピックの経済効果から前期比年率3.8％増となった。12年10

～12月期は同▲1.2％とマイナスに転じたが、オリンピック効果の反動を差し引けば若干

のプラス成長になっていたと試算されている（第1-4-39図）。経済の基調は見かけ上の数

値が示すほど悪くない模様であり、13年１～３月期は在庫投資の反動という面が強かっ

たものの前期比年率1.2％増となった。 
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第1-4-39図 英国の実質経済成長率：下げ止まりつつある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人消費は13年１～３月期にかけて６四半期連続で増加している。また、月次統計で

みても、小売は同３月にやや減少したものの基調としては増加傾向にあることが確認で

きる（第1-4-40図）。自動車販売も、ほかのヨーロッパ諸国が低調な中、英国は消費者マ

インドの改善等を背景に前年比プラスが続いている。 

 

第1-4-40図 英国の小売売上と新車登録台数：基調としては増加傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用については、賃金抑制の効果もあって12年初より増加し、失業率も低下を続けて

きたが、12年末以降その改善傾向に足踏みがみられる。また、12年９月には2.2％まで低

下した物価上昇率は公共料金の値上がり等を受けて13年１月に2.8％まで上昇しており、

こうした物価上昇の動きが実質所得の下押し要因となり、消費をめぐる環境にはリスク

もある（第1-4-41図）。 
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第1-4-41図 個人消費の所得面からの分解：物価上昇圧力等よる所得の下押しに注意       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸出は12年10～12月期に前期比▲1.8％と減少したが、13年１～３月期は同1.0％と増

加に転じた。12年10～12月期に減少していたアメリカ向けを中心に非ユーロ圏向けが増

加した（第1-4-42図）。 

 

第1-4-42図 輸出金額とＰＭＩ輸出受注：輸出は非ユーロ圏向けでは増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備投資は、12年前半頃までは比較的堅調に推移していたが、12年末にかけて製造業・

非製造業ともに落ち込みも見られる（第1-4-43図）。しかし、企業マインドも回復傾向に

あるほか、設備投資計画も比較的堅調に推移している様子がうかがわれ、今後増加に転

じることが期待される（第1-4-44図）。 
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第1-4-43図 設備投資の動向：       第1-4-44図 設備投資計画： 

製造業・非製造業ともにこのところ落ち込みも        比較的堅調に推移 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イングランド銀行（ＢＯＥ）は13年２月、今後２年間はインフレ率が２％の目標を上

回る一方、経済見通しに係るリスクが下振れ方向にあることを指摘した上で、「現在の緩

和措置を市場予想よりも早くに中止し、インフレ率を目標に戻そうとすれば、景気回復

を妨げインフレ率を中期的に目標から下振れさせるリスクがある」と述べ、資産買取策

で買い取った英国債のうち、13年３月に償還を迎える66億ポンドを再投資すると決定し

た42。償還によってＢＯＥのバランスシートが縮小し、金融緩和効果が限界的に低下す

ることを防ぐねらいがあった模様である（第1-4-45図）。 

加えて、成長率及びインフレ率の見通し次第では、追加的な緩和を行う準備もあると

述べられており、短期的にはインフレ率を目標に収れんさせることよりも、景気回復に

力を入れる姿勢を引き続き示した。 

こうした中、現キング総裁は13年６月末に退任し、７月よりカーニー新総裁が就任す

ることとなっている。カーニー氏が名目ＧＤＰ水準ターゲティング（以下、ＮＧＤＰタ

ーゲティング）に対して肯定的な発言をしていたことから、同氏の総裁就任でＢＯＥが

政策枠組みをインフレターゲティングから変更するとの見方が生じた。 

しかし、13年３月に13年度予算案と同時に公表されたＢＯＥの新たな責務の中で、財

務相はＮＧＤＰターゲティングが英国には適切でないと言及しており、同ターゲティン

グが導入される可能性は低いとみられている43。 

                         
42 66億ポンドの内訳は、償還によって得られる額面金額に、財務省からの補填を加えたもの。ＢＯＥが市場から購入
した際の価格が額面を上回っていたため、その差額を財務省が穴埋め。なお、ＢＯＥが国債保有で得たクーポン収入

は財務省に移管。ＢＯＥは金融緩和を目的に09年３月より流通市場で英国債を買い取り、12年７月には買取枠が3,750

億ポンドとされていた。 
43 ＢＯＥの責務変更の権限は財務相にあり、ＢＯＥには責務を達成するための政策決定の独立性が認められている。 

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2008 09 10 11 12

（前期比、％）

（期）

（年）

非製造業

製造業

設備投資

（備考）英国統計局より作成。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF004e0049004b004b004500490020005000520049004e00540049004e004700200049004e0043002e00200020000d0066006f00720020004100630072006f006200610074002000440069007300740069006c006c006500720020003900200026002000410064006f006200650020004300530034000d8a3c523876ee8ad6898b66f85c027528ff084ed6306e752890143067306e4f7f752830927981305a308bff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


